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も、大変申し訳ないけれども大学も含めて、
きちんと教えていない。そこがあまり自覚さ
れないので、世の中のニーズからだんだんず
れていっているということが、あまりよく分
からない。分かるのは、中国に抜かれたとか、
韓国は生意気だとか、ここの話ばかりしてい
る。しかし、この話ばかりしていても、あま
り意味はありません。  
 もちろん人間ですから、国ですから、相対
的に自分を見ることはやらざるを得ない。で
も同時に、絶対的に、よりグローバルなもの
さしの中で、日本はどういう立ち位置にいて、
どういうものがオファーできるのか、どうい
うものを国際社会から受容できるのか、もう
少し客観的に自分を見つめるという努力を
しないと非常にまずいのではないかと思っ
ています。  
非常にインコンクルーシブ（ inconclusive）
で、あと 5 倍ぐらい話したいのですが、時間
ですのでここでやめして、また後ほど、パネ
ルディスカッションの時に質問等がありま
したら喜んでお話ししたいと思います。あり
がとうございました。
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